生物物理学会北海道支部会

講演会のお知らせ
日　時　　　平成18年7月28日（木）　15時～16時30分

場　所　　　室蘭工業大学・共同利用施設・Ｓ２０１号室
講　師　　　University of Oklahoma Health Sciences Center
　　　　　　Dr. Hiroyuki Matsumoto
　　　　　　Professor of Biochemistry and Molecular Biology
講演題目「Proteomic Trajectory Mapping of Biological Transformation」
講演要旨

本講演では、誕生後の未熟網膜が成熟する過程を、演者のグループで確立したProteomic Trajectory Mappingと云う手法で研究した結果を紹介する。Proteomic Trajectory Mappingでは、網膜の成熟過程を２次元ゲルで追跡し、成長過程の時間変化をすべてのタンパク質とその量の発現の時間依存性（Proteomic Trajectory）として記載する。さらに、得られたProteomic TrajectoriesをSelf-Organizing Maps (SOM)によっていくつかのグループに分類した。Proteomic Trajectory Mapping で得られたデータを、Bioinformaticsを駆使して如何に解釈し、生物系の変化の理解に役立てることが出来るかを議論する。さらに、Proteomic　Trajectory Mapping が生物系の生理的な（正常な）変化や病理的な変化を研究するうえで非常に重要な概念となるであろうことを予言し、また薬物の治療効果をモニターするためにも役に立つことを示唆する。
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